
平成２３年度 第２回 大垣市民病院地域医療支援病院に関する委員会 

 

開催日時 平成 23年 9月 29日（木）午後 1時 30分から午後 3時 00分まで 

開催場所 2病棟 1階会議室 

議題 （１）開放型病床の利用状況について 

（２）紹介率等について 

（３）研修会等について 

（４）よろず相談センターだよりについて 

（５）その他 

出席委員 委員長  山川 隆司（大垣市医師会長） 

副委員長 杉山 勝治（大垣歯科医師会長） 

委員   鈴木 一朗（弁護士） 

委員   和田 育穂（大垣市医師会） 

委員   近藤 潤一郎（大垣市医師会） 

委員   船戸 崇史（養老郡医師会） 

委員   村瀬 利明（薬剤師会大垣支部長） 

委員   伊藤 恒子（日本中央看護専門学校長） 

委員   竹中 昌子（大垣市連合婦人会長） 

会議の公開 公開 

審議内容 （１） 開放型病床の利用状況について 

＜病床について＞ 

外科系５床、内科系４床、小児科系１床とし、全室多床室と決定 

（質問）個室希望への対応は。 

→紹介状による一般病床の個室入院の対応とする。もしくは開放型病床に入院後、一般病床の個室へと変更する。 

＜使用患者について＞ 

診療科、紹介元医療機関、入床期間、病名が示された。 

（質問）おおむね 10日以内での退院が多いが、原則２週間以内は変更ないか。 

→原則的に２週間程度。病状や患者の状況により柔軟に対応する。 

＜登録医＞ 

平成 23年 8月末：合計 69名（医師会 63名、歯科医師会 6名） 

（質問）10床への増床と使用方法を西濃２市４郡の先生に再度伝えてほしい。 

→未登録の先生も含め案内をする。 

＜利用状況＞ 

平成 23年 4月から 8月まで：利用人数計 47人、利用率月平均 30.92％ 

（２） 紹介率等について 

＜紹介率＞平成 22年度（月平均）：44.2％、平成 23年 4月から 8月まで（月平均）：44.1％   

＜逆紹介率＞平成 22年度（月平均）：83.0％、平成 23年 4月から 8月まで（月平均）：64.9％ 

（質問）返書が来ないことがある。また、院内で転科したとき返事がないことがある。逆紹介をチェックするシステムをつ

くり、責任部署をはっきりさせてほしい。 

→院内へ報告、徹底させていく。上級医師が指導する体制はつくっている。よろずセンターに連絡していただければ、電子

カルテのため、何科でどんな治療を受けているかわかる。 

（３） 研修会等について 

＜職員研修会等＞：平成 23年 4月から 8月まで 



① 内容：コメディカルオープン勉強会、病診連携カンファレンス、がん研修会等 

② 開催状況（医療従事者向け）：開催数 17回、院外受講数 134人、院内受講数 551人 

＜市民公開講座＞：平成 23年 4月から 9月まで 

① 内容：糖尿病公開講座、成人気管支喘息教室、各種医療に関する公開講座 

② 開催状況：開催数 10回、院外受講数 417人、院内受講数 47人 

（４） よろず相談センターだよりについて 

 第１号の紹介。写真と担当者のコメントを掲載。 

（質問）配布先は西濃圏の病院・診療所か。 

→そのとおり。地域連携を主に考えているもの。 

（５） その他 

＜退院支援について＞ 

退院後在宅や施設へスムーズに移行できるよう、退院時カンファレンスをより頻回に行ってほしい。 

次回開催 平成 23年度第３回の委員会は 12月の開催とする 

 


